
市長と語る会（令和４年８月２日）における意見及び市長の回答

Ｎo 意　　見 回　　答

1

　地域包括支援センターとして活動する中で、顔が見え
る関係を作ることが大事だと考えている。コロナ禍で、
地域包括支援センターの広報誌の配布を地域の方に
直接お願いをすることができなくなり残念だが、地道に
続けていきたい。

　実際に顔を合わせるチャンスがあって、相手方もそれを望んでいる方が多いのではないか
と思います。活動を続けていただいていることで孤独感を感じている方につながるチャンスと
なっており、ありがたく感じています。

2

　回覧の仕組みは、つながりを作る上で重要なものだと
考える。コロナ禍により回覧をやめたことで、地域のつ
ながりがある程度途絶えてしまっている状況であるの
で、復活させてはどうか。

　回覧は復活していると聞いています。様々なご意見があるようですが、回覧ができるように
促していきます。

3

　子ども食堂の活動を通じ、子どもの貧困が課題である
と感じるようになった。その中でも子どもの学習支援の
必要性を感じ、子ども食堂と並行して、１年程前から学
習支援として寺子屋を開いている。

　親から学習の手ほどきを受けるということがないというのも実態として広がっていることが
懸念され、コロナが拍車をかけたような状態になってしまっていると思われます。皆さんで深
く関わっていただいて、学習支援までの道を考えていただいているということは、大変ありが
たいと思います。

4

　地域包括支援センターの活動をご存じない方にに対
し、地域包括支援センターが見守りの拠点になっている
ことを、市民に周知してほしい。

　地域包括支援センター、わがまちささえあい協議会の皆さんの活動、それから子ども食堂
などの提供を頂いている皆さんの活動が横断的につながるということと、それから、それぞ
れを市の広報活動を通じて、市民の皆さんに知って理解していただき、参加していただくた
めのアクションをさらに起こしていかなければいけないと感じます。

5

　地域の見守り活動を充実させるには、直接会って話す
ことが重要だと考える。安全な方法を模索しながら続け
ていきたい。

　先日の文化センターまつりに、子どもをはじめたくさんの人が来ていました。人と会うことに
ついては、回覧を定期的にしっかり回すという自治会の活動が支えており、情報の伝え方の
大事な鍵になっていると感じます。
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Ｎo 意　　見 回　　答

6

　フードパントリーでつながっている家庭において、コロ
ナで親がホテル療養に行き、子どもだけが残された家
庭の支援の際、子ども家庭支援センターに相談したとこ
ろ、発熱のある家には行けないとのことだった。専門機
関も一緒に入って、このような家庭の支援を考えていた
だきたいと思う。

　専門機関は、組織として支援するということが責務だと思います。適切な対応をするよう、
頂いたお話を公的な機関の中で共有していきます。

7

　子ども食堂の活動を通じ、市に関わりたがらないが、
実は困っている方が多くいると感じる。全体としての見
守り活動を充実させるために、私どもみたいなボラン
ティアで動いているところと、市との横のつながりをもう
少し強化をして、情報が共有できることが大事だと思う。

　個人情報の保護にも留意したうえで、情報を共有して必要な支援をするための手段を、み
んなで継続して考えていくため場が必要ですので、引き続きよろしくお願いいたします。

8

　人とのつながりが重要である中で、自治会の未加入
の世帯とどのようにつながっていくかが課題であると感
じている。

　自治体の加入率が下がっており、市として自治会の良さを伝えていく取組を継続していき
ます。また、いろいろな活動がコロナによって止まってしまっていて、あの家庭どうしたかなと
皆さんの頭の中に浮かんだら様子を見ていただくなど、よろしくお願いいたします

9

　わがまちささえあい協議会の活動を通じ、地域におい
て支援が必要な方の情報をどのようにキャッチするか
課題であると感じている。福祉まつりでのPRも考えてい
る。

　支援が必要な方をキャッチするためににも、皆様の連携が大事であると感じています。ま
た、福祉まつりは大事なつながりを作るイベントになると思います。

10

　わがまちささえあい協議会の活動で小学生の登校の
支援などしている中で、交流のきっかけとして挨拶が重
要であると感じている。また、子どもの安全確保のため
には私たちの活動では限界があると感じているため、
防犯カメラの設置を進めている。

　皆さんのおかげで、挨拶も、やっぱり何度も声をかけていただいているということで、できる
子が増えてきていると思いますし、支援が必要なご家庭のお子さんでも、皆さんの見守りに
よって元気に学校に向かっていく、そういうことを子どもたちから、あるいは学校の先生たち
からも聞いていましす。本当にありがとうございます。また、防犯カメラの設置は犯罪の抑止
につながると思います。
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11

　地域包括支援センターの活動を通じ、地域のつながり
がなければ、地域課題は解決しないと感じている。地域
の企業も含め地域の様々な方と協力し、地域を良くする
活動をしていきたい。

　市では、事業者と連携するための協定なども進めており、地域のことを一緒に考える主体
が増えてきています。引き続きこれらの取組を進めていきたいと思います。
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